




研究目的 

インドの家庭で胃腸病に用いられる neemtree(Azadirachta indicaA・Juss)の実からのマ

ルゴサ油が,ICR系マウスに神経毒性を示し,形態学的にもReye症候群に一致する所見を示

し,さらに Sprague Dolley ratにもさらに高度の ReyeSyndrome 様肝微細構造障害を起すこ

とが報告された(Sinniah,D,ら,Lancet,i,487-489,1981.;同第 17 回,国際小児科学会(マニ

ラ)抄録集 2 巻:232)。やゝ長期投与では,肝のミトコンドリア酵素(G-6-Pase をのぞく

LDH,GDH,MAO,)の活性低下を来す。そこで,マルゴサ油のラット肝ミトコンドリア機能への

影響の有無を見るのが,本研究の目的である。 


